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８月７日に日本を発って、あっという間に３ヶ月が経ちました。 

いつもお祈りに覚えてくださってありがとうございます。 

また、尊い捧げものを持って、わたしたちの学びを支えてくださり、心から感謝

しています。 

私たちは今、ミシシッピー州にある、フローレンスといういなか町にいます。 

めぐみが通っているウェスレーカレッジの家族寮に住んでいます。 ２人の学校

はアパートから離れているので、初めは車が無くて大変でした。 「アメリカは

車がないと何もできない」と言われるように、学校へも買い物へ行くにも、いつ

も誰かに迎えに来てもらったり送

ってもらったりで、申し訳ない・・

と、とても気を使う毎日でした。 し

かし１ヶ月目に車も与えられ、よう

やく生活も落ち着いてきました。 

私（穣）は大学院（ウェスレービブ

リカルセミナリーといいます）で組

織神学とギリシャ語とヨハネの福

音書を学んでいます。 毎週テストがあり忙しいですが、素晴らしい博士達から

とても多くのことを学んでいます。 ある教授は、クラスのはじめに聖書を胸に

抱いて、「聖書を学べるということは、なんと幸せなことでしょう」と涙を流し

ていました。 聖書に生きる、情熱のある先生方と時を過ごせるのは、わたしに

とって、本当に恵みに満ちた時間です。 

めぐみは大学で新約聖書、心理学、若者のクリスチャン教育学などを専攻して

います。 子育てをしつつの勉強で、時間が限られた中、時には涙を流しながら

がんばっています。 神様が学びを祝福して下さっていて、とても大切なことを

多く学んでいます。 

毎週金曜日の朝、ミシシッピーにある唯一の、中絶クリニックの前で行われて

いる活動に参加しています。 

中絶がどんなに残酷で悲しいものかを書いたトラクトを、クリニックに来る女性

たちに配り、声をかけ、祈れるときは一緒に祈り、中絶を思いとどまってもらえ

るように働いています。 

神様が私たちを通して、必ず大きな愛を輝かせてくださると信じて、通い続けた

いと思っています。 

このような路傍の働きを何十年も続け、６０００人もの赤ちゃんの命を助けたと

いう方にも出会うことができ、とても励ましをうけました。 

このクリニックはミシシッピーの首都であ

るジャクソンという街にありますが、この街

は、全米で第３番目に危険な地域だと言われ

ています。 

どうかこのはたらきのためにお祈りください。 

（クリニックの写真です。） 

 １１月の第２週目に、ウェスレーカレッジのワーシップチームのリトリートが

あり、そこで講師として呼んで頂くことになりました。１泊２日の合宿のような

ものです。 

 若いクリスチャンにとってワーシップは魂が潤う大切なときだと思います。 

どうか主が私を通して大きく働いてくださいますように、わたしが主の働きをせ

ばめることがありませんように、お祈りしていてください。 

３ヶ月ほど経つと、慣れてきて疲れが出るころだと聞きました。そしてホーム

シックがピークになるころだそうです。 

めぐみは初めての海外生活で、子育てと学びの両立に四苦八苦しています。 

そしてこの３ヶ月の間、いろいろなハプニングが起こりました。 買ったばか

りの車が故障して知らない町で止まってしまったり、何かの手違いで電気がスト

ップしてしまったこともありました。 前の家の方から引かせてもらった一本の

延長コードだけが、５日間我が家のライフラインでした。 

何かが起こるたびに、神様は何と言っているんだろうと、めぐみと２人で祈りま



した。 そしてそのたびに「わたしがついてるんだから大丈夫だ」と、主からの

確かな平安を頂きました。 

ここでの生活は、神様から離れてはとてもやっていけないものです。 嵐の中

で湖の上を歩いているペテロのように、神様から目を離したら、たちまち不安に

おそわれて沈んでしまいそうです。 

でも、それは恵みなんだと、神様は教えてくださいました。いつでも神様の御腕

に抱かれている平安。それに支えられているわたしたちの人生は本当に喜びです。 

 これからもたくさん困難や苦しみがあると思います。 でもわたしたちが、い

つも主にあって、それを乗り越えられますように、どうかお祈りしていてくださ

い。 そして２人がお互いを感謝して、思いやりを持って、仕えあい、また人に

仕えていくことが出来ますように。 

 

 私たちのアメリカでの学びは、みなさんのサポートで支えられています。 本

当に感謝しています。 

お１人お１人を、神様が覚えてたくさん祝福してくださいますように。 

主が備えてくださるものを私たちが信じることができますように、どうかお祈り

していてください。 

もといも初めはアメリカの人たちや、英語にとまどっていましたが、少しずつ

慣れて、今は楽しそうに過ごしています。 体を壊すこともなく、元気です。 

近所のアメリカ人のこどもたちと遊ぶので、「No!」、「Mine!（ぼくの！）」、「Good 

Night!」など、少しずつ英語を覚えています！ 

 

日本も寒くなってきたと聞きました。 どうか体に気をつけて、お過ごしくださ

い。 イエスさまの愛を受けて、神様の栄光を輝きはなつわたしたちにして頂く

事ができますように。 

わたしたちも、地球の反対側で、がんばります！！ 

  愛を込めて                   

中村 穣・恵・基生 
 

祈りの課題： 

中絶クリニックの伝道のため 
二人の勉学のため 
神様の計画に従えるように 
息子（基生一歳１０ヶ月）のため 

お祈りよろしく御願いします。 

 

（家族寮の写真です） 

 

逃れの街ミニストリー  HP: http://jesus.nogarenomachi.com 

                        E-Mail: countryblues0514@yahoo.co.jp 

事務局  〒110-0015東京都台東区東上野5-11-9 

上野の森キリスト教会内 電話：03-3843-3130 

********************************************************************* 

サポートしてくださる方は、 

郵便局口座：00120-6-593401加入者名：逃れの街ミニストリー 
によろしくお願いします。 

住所は10 Pecan St. Florence MS 39073 USA です。 

お手紙をいただけたら嬉しいです！ 

 

● 会計報告： 

・献金総額（ＣＤ売り上げ含む）   １，２３５，４４０－ 
・アメリカへ送金          １，１６０，０００－ 
・献金振込み手数料（郵便局）        ８，７４０－ 
・諸経費（切手・文具・振込み料 他）   ５０，０００－ 

 
     残高               １６，７００－ 


